
2020年3月期通期連結業績予想数値の修正（2019年4月1日～2020年3月31日）

修正の理由
通期の連結業績予想につきましては、当第3四半期連結会計期間において、東映株式会社の株式を追加取得し、持分法

適用関連会社化したことに伴い、負ののれん相当額14,784百万円（暫定的に算定）を持分法による投資利益に計上したこ
となどから、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想（2019年11月8日発表）を上回る見通しであります。

*上記の予想は、当社が本資料の発表日において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は環境の変化によ
り異なる結果となることがあります。
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持分法による投資利益の計上及び
通期連結業績予想の修正に関するお知らせ

2019年11月8日に公表いたしました2020年3月期通期の連結業績予想を下記の通り修正いたしましたので
お知らせいたします。

記

● 業績予想の修正について

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 297,000 13,000 15,000 10,000 93.31
今回修正予想(B) 297,000 13,000 31,000 26,000 244.82
増減額(B-A) ― ― 16,000 16,000
増減率(%) ― ― 106.7 160.0
（ご参考）前期実績
（2019年3月期） 301,744 16,164 19,097 12,879 120.18

以 上


